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夏
真
っ
盛
り
と
な
る
8
月
。み
な
さ
ん
、い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　
３
町
村
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

も
徐
々
に
再
開
さ
れ
て
お
り
、活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
７
月
１
日（
土
）に
は
13
回
目
と
な
る「
宵
待
ち
隣
町
の
宵
涼

み
会
」も
笠
置
町
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。そ
こ

で
は
、コ
ー
ラ
ス
や
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
、日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
遊
び・体
験
コ

ー
ナ
ー
で
は
、家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
ま
ち
の
人
の
笑
い
声
や
笑
顔
が
溢
れ
、地
域
の
交

流
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。み
な
さ
ん
も
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
そ
の
時
に
し
か
会
え
な
い
人
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  「
年
に
一
度
、

「
年
に
一
度
、

こ
こ
に
来
れ
ば

こ
こ
に
来
れ
ば

会
え
る
人
が
い
る
」

会
え
る
人
が
い
る
」

相
楽
東
部

宵
待
ち
隣
町
の
宵
涼
み
会
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令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
を
６
月
１
日（
木
）に
開
催
し
ま
し
た
。
和
束
町

議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
、
連
合
議
会
議
員
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
議
長
･

副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会（
総
務
厚
生
･
文
教
）、
議
会
運
営
委
員
会
の

委
員
選
任
等
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
等議

　
　
長

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

副
議
長

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

監
査
委
員

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

副
委
員
長

岡
　
田
　
　
　
勇
（
和
束
町
）

向
　
出
　
　
　
健
（
笠
置
町
）

梅
　
本
　
章
　
一
（
南
山
城
村
）

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

承
認
案
件

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
専
決
）

　
府
支
出
金
の
額
の
確
定
、
歳
出
の
精
査
等
に
よ
り
、
歳
入
･
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
5
8
0
9
万
４
千
円
を
減
額
し
、
７
億
7
6
5
6
万
６
千
円
と
す
る
補
正

�

承
認　
賛
成
多
数

同
意
案
件

監
査
委
員
の
選
任

　
吉
田　
哲
也
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

同
意　
全
員
賛
成

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
だ
よ
り
V
O
L
・
１

（敬省略）◦委員長　 副委員長

向出　　健
（笠置町）

梅本　章一
（南山城村）

吉田　哲也
（和束町）

久保　憲司
（南山城村）

西　　昭夫
（笠置町）

◦畑　　武志
（和束町）

総務厚生常任委員会

村山　一彦
（和束町）

頭鬼　久雄
（南山城村）

◦坂本　英人
（笠置町）

鈴木かほる
（南山城村）

岡田　　勇
（和束町）

由本　好史
（笠置町）

文教常任委員会
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まち・むら
topics

和
束
小
学
校
６
年
生
に

M
T
B
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
し
た

　

7
月
7
日
（
金
）、
湯
船
森
林
公
園
内

「
M
T
B
L
A
N
D
」
で
和
束
小
学
校
６

年
生
に
M
T
B
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
し
た
。

　
本
町
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
普
及
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
の
愛
好
者
を
増
や
し
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
に
体
験
授
業
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
N
P
O
法
人
I
B
O
・

J
a
p
a
n
8
4
6
理
事
長 

八
代 

正
氏

を
講
師
と
し
て
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

乗
り
方
か
ら
始
ま
り
、
ブ
レ
ー
キ
の
方
法

や
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
初
め
は
う
ま
く
乗
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
徐
々
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
授

業
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
に
楽
し
ん
で
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

府
民
防
犯
の
日
に
お
け
る
街
頭
啓
発

　
7
月
10
日
（
月
）
、
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
に

て
防
犯
活
動
の
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
当
日
は
京
都
府
が
定
め
る
府
民
防
犯
の

日
の
た
め
、
中
町
長
と
職
員
に
よ
り
キ
ャ
ン

プ
場
利
用
者
を
対
象
に
防
犯
へ
の
注
意
喚
起

を
お
こ
な
い
、
啓
発
物
品
を
渡
す
な
ど
効
果

的
な
取
組
に
な
り
ま
し
た
。

　
笠
置
町
で
は
、
引
き
続
き
犯
罪
の
な
い
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

和束町

平
沼
村
長
が
初
登
庁

　
南
山
城
村
長
選
挙
は
、
立
候
補
の
届
け
出
が
１
人
で
あ
っ
た
た
め

無
投
票
と
な
り
、
現
職
の
平
沼
和
彦
氏
が
再
選（
２
期
目
）し
ま
し
た
。

　
６
月
29
日
（
木
）
に
、
２
期
目
の
初
登
庁
を
さ
れ
、
役
場
庁
舎
前

に
て
職
員
、
議
会
議
員
等
の
関
係
者
か
ら
拍
手
で
出
迎
え
を
受
け
、

職
員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
議
室
に
て
２
期
目
を
迎
え
て
の
挨
拶
、
ま
た
職
員
へ

の
訓
示
を
お
こ
な
い
「
村
民
が
主
役
の
村
政
を
創
り
、
全
て
の
人
が

将
来
を
描
け
る
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
す
」と
抱
負
を
述
べ
、

職
員
に
は
、「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
て
、
村
の
活
性
化
の
た
め

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
村
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
南
山
城
村
田
山
在
住

　
生
年
月
日　
昭
和
26
年
５
月
21
日
生（
72
歳
）

　
趣
　
　
味　
読
書
、
音
楽
・
映
画
鑑
賞

６月29日、役場庁舎前にて
花束を受け取られました。

登庁式には職員や議員関係者が参加されました。

登庁式後、職員へ訓示を
おこないました。

南山城村

笠置町
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防
災
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目
標
の
達
成
を
目
指
し
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
て
、
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

度
、
内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
避
難
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
答
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://en.surece.co.jp/kaiko2023/

実
施
期
間　
８
月
31
日
（
終
了
予
定
）

回
答
の
際
、
以
下
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
回
答
は
1
人
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

・ 

回
答
の
途
中
で
、
回
答
状
況
を
一
時
保
存
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

・ 

選
択
式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択
肢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
記
述
式
の
設
問
は
可
能
な
限
り
具
体
的
に
ご
回
答

く
だ
さ
い
。

・ 

お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
と

り
ま
と
め
た
後
、
今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問 

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

　
付
参
事
官
（
防
災
計
画
担
当
）
付　
　
大
竹
、
吉
田

　
　
☎
03
・
3
5
0
1
・
6
9
9
6

安心安全
ほっ

 　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
は
大
丈
夫
と
思

い
込
ま
ず
、
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

【
今
、特
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
】

❶ 

屋
根
や
外
壁
、
水
回
り
な
ど
の
住
宅
修
理

❷
保
険
金
で
住
宅
修
理
で
き
る
と
勧
誘
す
る
保
険
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
、
電
力
・
ガ
ス
の
契
約
切
替

❹
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル

❺
健
康
食
品
や
化
粧
品
、
医
薬
品
な
ど
の
定
期
購
入

❻
パ
ソ
コ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
詐
欺

❼
架
空
請
求
、
偽
メ
ー
ル
・
偽
S
M
S

❽
在
宅
時
の
突
然
の
訪
問
勧
誘
、
電
話
勧
誘

❾
不
安
を
あ
お
る
、
同
情
や
好
意
に
つ
け
こ
む
勧
誘

❿
便
利
で
も
注
意
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

【
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
】

　
❶�

身
近
に
い
る
家
族
な
ど
、
ま
わ
り
の
方
が
日
頃
か
ら
本
人
の
生
活
や
言

動
、
態
度
な
ど
の
様
子
を
見
守
り
、
変
化
に
早
く
気
付
く
こ
と

　
❷
不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
時
の
対
応
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 
木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
注
意
点
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和束町史編さんだより
 第14回 南山城水害から70年

　1953年（昭和28年）８月14日夜から15日早朝にかけての集中豪雨により発生した南山城水害から、
70年になります。湯船や東和束では、総雨量400ｍｍを超える豪雨となり、和束川が決壊し、当時の
中和束村で101人、東和束村で６人、西和束村で５人の死者・行方不明者を出すという甚大な被害をも
たらしました。湯船村は０人でした。住宅や田畑は、各地区で大きな被害をうけました。
　当時の写真を見ると、山崩れがあちこちで発生していることがわかります。崩れた土砂が、樹木とともに
河川に流れ込み、橋でつかえて流れをせき止めたため、水位が上昇して氾濫が発生し、橋が流失しました。
　中和束では、役場や小学校も被害をうけました。和束川沿いの道路が通行できなくなったことから、
救援部隊は、木屋峠や加茂町奥畑を越えて徒歩で物資を運びました。また、アメリカ海兵隊のヘリコプ
ターが、木津高等学校を基地にして、被災各地に物資を届けました。
　水害以後の高山ダムの建設や河川改修工事により、水害の危険度は減少しました。しかし、近年では
各地で想定を超える豪雨による水害が発生しています。南山城水害70年を機に、改めて地域の災害の
歴史を学び、災害に備えることが必要なのではないでしょうか。
問相楽東部広域連合教育委員会　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp

中和束中心部の被災状況（1953年８月22日撮影）

教
育

Ed u catio n

 学校における夏季休業期間中の 
業務休止日について

　連合教育委員会では、教職員等の健康を保持・増進し、心身のリフレッシ
ュを図るとともに、総実働時間の短縮並びに計画的な休暇の取得を促進する
ため、管内小・中学校における夏季休業期間中の業務休止日を設定します。
ご承知いただくとともに、ご理解とご協力をお願いします。
業務休止日　�８月10日（木）、
　　　　　　　　11日（金・祝）、�
�　　　　　　　　14日（月）、
　　　　　　　　15日（火）、�
　　　　　　　　16日（水）
緊急連絡先　相楽東部広域連合教育委員会　学校教育課
　　　　　　　☎0774・78・4335
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郡山城跡公園での集合写真 昼食の様子 金魚すくい体験

保健・福祉保健・福祉

9月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
９月  3日（日） 内科・小児科
　　10日（日） 内科・小児科
　　17日（日） 内科
　　18日（月・祝） 内科
　　23日（土・祝）内科・小児科
　　24日（日） 内科・小児科
※ ８月分については広報れんけい７月号 

をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

身体障害者 
スポーツレクリエーションが 

おこなわれました 
（南山城村）

　６月30日（金）にやまなみホール研修室で
スポーツレクリエーションをおこないました。
　お手玉ボッチャと玉入れの２種目を競い合
いしました。
　誰でも簡単にできるスポーツで楽しい時間
を過ごし、交流を深めあいました。
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お手玉ボッチャを楽しむ参加者
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

自衛官募集相談員委嘱式（笠置町・和束町・南山城村）

　７月10日（月）、笠置町役場・和束町役場と南山城村役場にて自衛官募集相談員委嘱式がおこなわれました。
　笠置町では、佐野巧樹さんが自衛隊京都地方協力本部長および笠置町長の連名で委嘱状が交付されました。
　和束町では、杉本治さん、木崎茂さんに自衛隊京都地方協力本部長および和束町長職務代理者副町長の連
名で委嘱状が交付されました。
　南山城村では、石上俊昭さんが自衛隊京都地方協力本部長および南山城村長の連名で委嘱状が交付されま
した。
　委嘱期間は２年間で、自衛官志願者に対して、情報提供や地域での広報活動に協力します。

「人権強調月間」・人権啓発パネル展

　京都府では、毎年8月を「人権強
調月間」と定め、期間中は府下一斉
に差別や人権問題に対する各種啓発
活動をおこなっています。和束町
でも役場１階住民ホールにおいて、
８月１日（火）～31日（木）まで
（選挙期間中を除く）、人権啓発パ
ネル展をおこないます。さまざまな
人権問題をマンガでわかりやすく説
明しており、また、啓発物品の配布
もおこなっておりますので、ぜひこ
の機会にお立ち寄りください。

南山城村自衛官募集相談員委嘱式（中央）石上さん笠置町自衛官募集相談員委嘱式（中央）佐野さん

和束町自衛官募集相談員委嘱式　（左）杉本さん、（右）木崎さん
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笠置町職員採用試験

職種・募集人数および受験資格
職　種 募集人数 受　験　資　格
一般

事務職 若干名 ①平成５年４月２日以降に生まれた人
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人（令和６年３月末までに卒業見込みの人を含む）

技術職 １名

①昭和58年４月２日以降に生まれた人
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人（令和６年３月末までに卒業見込みの人を含む）
③ 土木及び建築に関連する資格を有する人または令和５年度末までに資格を取得見込みの人（土木または建築施工

管理技士、測量士（補）、建築士、設計士（補）等）

介護支援
専門員 １名

①昭和58年４月２日以降に生まれた人
②学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人
③介護支援専門員の資格を有する人

※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する人は、受験できません。　※試験結果が合格基準に満たない場合は、採用しない場合があります。

試験実施日および内容

応募受付期間　８月１日（火）～21日（月）
　　　　　　　閉庁日を除き、平日の午前９時から午後５時まで　郵送の場合は、８月21日（月）必着のこと
提 出 書 類
・笠置町職員採用試験申込書　　・受験票　　・自己調書
・履歴書（JIS規格用紙または学校指定用紙、撮影後3か月以内の写真を貼付のこと）
・技術職及び介護支援専門員を受験する人は、所有する資格の写し（取得見込みの場合はそれを証明するもの（様式不問））
※ 郵送の場合は、封筒表面に『採用試験申込書在中』と朱書きし、返信用封筒（長3サイズの封筒に、返信先住所及び氏名を

記入し、404円分の切手（簡易書留分）を貼付すること）を同封してください。
※ 申込書、受験票及び自己調書は笠置町ホームページからダウンロードできます。また笠置町役場総務財政課にも配架しています。
採用予定日　令和６年４月１日（月）
給 与 等　笠置町職員の給与に関する条例等に基づき支給します。（令和５年4月1日現在の大卒初任給は、185,200円です）
受付場所・応募についての問合せ
〒619-1303 京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通90番地の1　笠置町役場　総務財政課　☎0743・95・2301

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和５年９月17日（日） 教養試験、適性検査、専門試験（技術職のみ）
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 グループ面接
第３次試験 第２次試験合格者に通知します。 個人面接

和束町職員採用試験

職種・受験資格および採用予定人数
職　種 受　験　資　格 採用予定

人数年　齢　要　件 資　格　要　件
一般事務職 平成５年４月２日以降に生まれた人 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する人 若干名
事務職員

（文化財等）昭和58年４月２日以降に生まれた人 学校教育法による大学（短期大学を除く）または大学院において、考古学、文化財学、
歴史学のいずれかに関する専門課程を卒業（修了）または卒業（修了）見込みの人 若干名

※注：地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は、受験できません。

試験実施日および内容
【 一 般 事 務 職 】

【事務職員（文化財等）】

応募受付期間
令和５年８月１日（火）から令和５年８月24日（木）まで（但し、閉庁日は除く）午前８時30分から午後５時15分まで
郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必ず簡易書留で送付して下さい。（令和５年８月24日（木）必着）
提 出 書 類
・和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
・和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課にあります）
　ホームページでもダウンロードができます。http://www.town.wazuka.lg.jp/
・履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）
・受験票返信用封筒（長３サイズ 120mm×235mmの封筒に返信宛名を明記し、404円分(簡易書留）の切手を貼付）
・その他　 第３次試験合格者については後日最終学校卒業証明書または卒業見込証明書を提出していただきます。
採用予定日　一般事務職　令和６年４月１日（月）　事務職員(文化財等）　令和６年４月１日（月）
給　　　与　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。
受付場所・応募についての問合せ
〒619-1295 京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の2　和束町役場総務課　☎0774・78・3001　内線 316

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和５年９月17日（日） 教養試験、適性検査
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 記述試験・グループ討議
第３次試験 第２次試験合格者に通知します。 個人面接

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和５年９月17日（日） 教養試験、適性検査、小論文
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 個人面接
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